
発　　　行
学校法人  群馬育英学園

広報委員会

役
員
・
評
議
員

理
事
長
・
学
園
長 

中
村　

義
寛

理　

事※

（
大
学
・
短
大
学
長
） 

石
井　
　

學

理　

事※

（
高
校
校
長
） 

二
渡　

諭
司

理　

事※
 

佐
伯　

詔
一

理　

事※

（
常
務
理
事
・
法
人
本
部
長
） 

岩
川　

正
典

理　

事※

（
短
大
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
長
・
教
授
） 

泉
水　

清
志

理　

事※

（
高
校
学
監
） 

山
田　

耕
介

理　

事※
 

武
田　

雅
彦

理　

事 

福
島　

英
人

理　

事 

前
田　
　

宏

理　

事（
高
校
相
談
役
） 

奈
良　

知
彦

監　

事 

富
岡　

政
明

監　

事 

反
町　
　

敦

評
議
員（
大
学
・
短
大
副
学
長
） 

柳
川　

美
磨

評
議
員（
高
校
副
校
長
） 

中
西　

信
之

評
議
員（
大
学
・
短
大
事
務
局
長
） 

岡
田　

紳
哉

評
議
員（
高
校
事
務
長
） 

平
澤　

精
人

評
議
員（
総
務
部
長
） 

山
本　

健
太

評
議
員 

新
井　

信
雄

評
議
員 

根
岸
美
智
代

評
議
員 

関
根　

映
一

評
議
員 

北
條　

哲
成

評
議
員 

遠
山　

浩
二

評
議
員 

石
井　

晃
英

評
議
員 

大
塚
智
枝
子

評
議
員 

髙
月
有
記
恵

評
議
員 

亦
野　

高
裕

評
議
員 

北
原　

崇
夫

評
議
員 

山
田　

忠
彦

法
人
本
部

総
合
企
画
部　

部
長 

髙
月　

広
喜

総
務
部　

財
務
課
長
兼
総
合
企
画
部
次
長 

川
端　
　

誠

大
学
・
短
期
大
学

児
童
教
育
専
攻
長
・
准
教
授（
大
学
） 

吉
井　

健
人

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
長
・
教
授（
大
学
） 

滝
沢　

和
彦

保
育
学
科
長
・
教
授（
短
大
） 

内
田　

基
美

学
生
支
援
部
長
・
教
授（
大
学
） 

星
野
真
由
美

教
務
部
長 

大
佐
古
紀
雄

図
書
館
長
兼
教
育
研
究
所
長
・
教
授 

三
浦　

哲
也

管
理
課
長 

戸
澤　
　

勲

教
務
課
長 

中
澤　

朋
弘

入
試
広
報
課
長 

桂　

健
太
郎

学
生
支
援
課
長 

茂
木　

郁
夫

学
生
支
援
課
長
補
佐 

嶌
津　

秀
一

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長 

加
藤　

真
一

高
等
学
校

教
頭 

上
原　

敏
広

事
務
次
長 

中
井　

俊
二

※

は
評
議
員
兼
任

　

２
０
２
５
年
、令
和
７
年
の
新
年
を

迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、年
が
明
け
、成
人
の
日
の

１
月
13
日
に
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
第

１
０
３
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
に
お
い
て
前
橋
育
英
高
等
学

校
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
２
度
目
の
全

国
制
覇
と
い
う
群
馬
育
英
学
園
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
の
初
め
と
な

り
ま
し
た
。

　

初
戦
で
は
サ
ッ
カ
ー
高
校
生
年
代

最
高
峰
、高
円
宮
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
・

ウ
エ
ス
ト
に
所
属
の
米
子
北
高
校
に

２-

０
で
快
勝
、２
回
戦
で
は
愛
工
大

名
電
高
校
に
後
半
、終
盤
に
Ｐ
Ｋ
を
与

え
２-

２
に
追
い
つ
か
れ
た
試
合
は
Ｐ

Ｋ
戦
。
相
手
５
人
目
選
手
の
ゴ
ー
ル

が
決
ま
れ
ば
敗
戦
の
試
合
、ボ
ー
ル
は

枠
外
で
サ
ド
ン
レ
ス
へ
、辛
く
も
６-

５
で
勝
利
。
３
回
戦
の
帝
京
大
可
児

高
校
と
の
試
合
は
序
盤
の
２
ゴ
ー
ル

で
リ
ー
ド
も
、不
安
定
な
守
備
も
あ
り

前
半
の
う
ち
に
２
点
を
返
さ
れ
、相
手

Ｇ
Ｋ
の
退
場
で
有
利
に
立
つ
も
終
盤

ま
で
ゴ
ー
ル
を
奪
え
ず
後
半
36
分
に

決
勝
点
を
決
め
３-

２
の
辛
勝
で
し
た
。

続
く
準
々
決
勝
の
堀
越
高
校
戦
は
、前

線
も
含
め
た
粘
り
強
い
守
備
で
１-

０

で
勝
利
し
、初
優
勝
し
て
以
来
７
年
ぶ

り
の
ベ
ス
ト
４
、新
国
立
競
技
場
に

な
っ
て
か
ら
は
初
め
て
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。
準
決
勝
の
相
手
の
東
福

岡
高
校
は
福
岡
県
予
選
か
ら
７
試
合

無
失
点
と
強
固
な
守
備
を
誇
り
、前
半

は
中
々
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
れ
ず
も
後

半
に
２
選
手
の
投
入
が
功
を
奏
し
、後

半
早
々
に
同
点
、10
分
間
に
３
得
点
し

３-

１
の
逆
転
勝
利
で
決
勝
へ
進
出
し

ま
し
た
。
決
勝
は
高
校
選
手
権
過
去

最
高
の
５
８
，３
４
７
人
の
観
客
の
歓

声
を
浴
び
る
中
、前
半
12
分
に
先
制
点

を
奪
わ
れ
る
も
、徐
々
に
育
英
も
ペ
ー

ス
を
つ
か
み
31
分
に
同
点
に
追
い
付

き
、後
半
は
お
互
い
に
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
せ
ぬ
ま
ま
、延
長
戦
で
も
決
着
が
つ

か
ず
、Ｐ
Ｋ
戦
へ
。
決
勝
戦
で
は
初
の

10
人
目
ま
で
進
ん
だ
Ｐ
Ｋ
戦
は
東
福

岡
の
選
手
の
シ
ュ
ー
ト
を
育
英
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
が
阻
止
。
最
後
に
育
英

キ
ッ
カ
ー
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
激
闘

は
終
わ
り
ま
し
た
。

　

歴
史
に
残
る
試
合
、Ｐ
Ｋ
戦
を
制
し

た
選
手
、ス
タ
ッ
フ
に
は
素
晴
ら
し
い

試
合
を
見
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
感

謝
し
、ス
タ
ン
ド
で
応
援
し
て
く
れ
た

選
手
や
生
徒
、保
護
者
、関
係
者
の
皆

様
や
Ｔ
Ｖ
等
で
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

前
橋
育
英
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

は
第
33
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
１
回
戦
を

勝
ち
抜
き
ま
し
た
が
、２
回
戦
で
は
帝

京
長
岡
高
校
に
０-

１
で
惜
敗
し
ま
し

た
。
ま
た
、前
橋
育
英
高
校
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
第
77
回
全
国
高

等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会（
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
）の
１
、２

回
戦
を
勝
ち
抜
き
３
回
戦
で
は
こ
の

大
会
を
優
勝
し
た
福
岡
大
附
大
濠
高

校
に
敗
退
し
ま
し
た
が
、女
子
サ
ッ

カ
ー
、男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
も

に
力
を
出
し
切
り
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
前
橋
育
英
高
校
男
子
サ
ッ

カ
ー
部
の
全
国
選
手
権
大
会
出
場
に

係
る
支
援
・
募
金
に
際
し
ま
し
て
は
、

学
園
協
力
会
・
協
力
企
業
・
高
校
後
援

会
・
保
護
者
会
・
同
窓
会
・
退
職
者
の

会
・
教
職
員
・
関
係
者
等
々
、多
く
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
、育
英
大
学
助
手
の
櫻
井

つ
ぐ
み
選
手
、元
木
咲
良
選
手
の
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
際
し
ま
し
て

も
、学
園
協
力
会
や
関
係
各
位
、多
く

の
皆
様
の
ご
支
援
・
声
援
に
よ
り
２
選

手
が
金
メ
が
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

育
英
大
学
、育
英
短
期
大
学
、前
橋

育
英
高
校
と
も
に
一
層
の
進
化
を
進

め
、今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
少
子

化
に
あ
っ
て
も
地
域
社
会
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
る
総
合
学
園
を
目
指
し
て

邁
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
今
後
と

も
関
係
各
位
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、こ

の
１
年
が
皆
様
に
と
っ
て
す
ば
ら
し

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申

し
上
げ
、年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

群
馬
育
英
学
園

理
事
長

中
村
義
寛



学生生徒等納付金収入 1,693,112,000 1,674,624,320 18,487,680
手数料収入 52,572,000 52,380,935 191,065
寄付金収入 86,278,000 88,402,406 ▲ 2,124,406
補助金収入 716,109,000 740,464,012 ▲ 24,355,012
資産売却収入 0 330,000 ▲ 330,000
付随事業・収益事業収入 89,200,000 92,542,000 ▲ 3,342,000
受取利息・配当金収入 6,000 135,342 ▲ 129,342
雑収入 93,153,000 126,161,976 ▲ 33,008,976
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 135,300,000 136,644,900 ▲ 1,344,900
その他の収入 1,281,655,000 1,455,708,952 ▲ 174,053,952
資金収入調整勘定 ▲ 400,466,000 ▲ 167,399,749 ▲ 233,066,251
前年度繰越支払資金 1,297,345,672 1,297,345,672 0
収入の部合計 5,044,264,672 5,497,340,766 ▲ 453,076,094

学生生徒等納付金 1,693,112,000 1,674,624,320 18,487,680
手数料 52,572,000 52,380,935 191,065
寄付金 72,778,000 72,453,406 324,594
経常費等補助金 716,109,000 740,464,012 ▲ 24,355,012
付随事業収入 89,200,000 92,542,000 ▲ 3,342,000
雑収入 93,153,000 125,946,976 ▲ 32,793,976
教育活動収入計 2,716,924,000 2,758,411,649 ▲ 41,487,649

科　　目科　　目 予　　算予　　算 決　　算決　　算 差　　異（▲）差　　異（▲）
収入の部

人件費支出 1,646,358,000 1,647,256,905 ▲ 898,905
教育研究経費支出 593,485,000 598,796,878 ▲ 5,311,878
管理経費支出 216,516,000 225,193,789 ▲ 8,677,789
借入金等利息支出 2,498,000 2,475,242 22,758
借入金等返済支出 49,386,000 49,386,000 0
施設関係支出 74,072,000 74,237,900 ▲ 165,900
設備関係支出 121,159,000 73,776,164 47,382,836
資産運用支出 0 38,968,279 ▲ 38,968,279
その他の支出 1,218,336,000 1,463,086,452 ▲ 244,750,452
予備費 10,000,000  10,000,000
資金支出調整勘定 ▲ 32,291,000 ▲ 109,295,233 77,004,233
翌年度繰越支払資金 1,144,745,672 1,433,458,390 ▲ 288,712,718
支出の部合計 5,044,264,672 5,497,340,766 ▲ 453,076,094

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
支出の部

教育活動収支  事業活動収入の部

人件費 1,646,358,000 1,678,049,404 ▲ 31,691,404
教育研究経費 794,943,000 854,226,416 ▲ 59,283,416
管理経費 246,039,000 253,834,178 ▲ 7,795,178
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 2,687,340,000 2,786,109,998 ▲ 98,769,998
教育活動収支差額 29,584,000 ▲ 27,698,349 57,282,349

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
教育活動収支  事業活動支出の部

受取利息・配当金 6,000 135,342 ▲ 129,342
教育活動外収入計 6,000 135,342 ▲ 129,342

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
教育活動外収支  事業活動収入の部

借入金等利息 2,498,000 2,475,242 22,758
教育活動外支出計 2,498,000 2,475,242 22,758
教育活動外収支差額 ▲ 2,492,000 ▲ 2,339,900 ▲ 152,100
経常収支差額 27,092,000 ▲ 30,038,249 57,130,249

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
教育活動外収支  事業活動支出の部

資産売却収入 0 0 0
その他の特別収入 13,500,000 28,300,417 ▲ 14,800,417
特別収入計 13,500,000 28,300,417 ▲ 14,800,417

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
特別収支  事業活動収入の部

資産処分差額 0 5,225,679 ▲ 5,225,679
その他の特別支出 0 1,388,051 ▲ 1,388,051
特別支出計 0 6,613,730 ▲ 6,613,730
特別収支差額 13,500,000 21,686,687 ▲ 8,186,687

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
特別収支  事業活動支出の部

［予備費］ 10,000,000  18,000,000
基本金組入前当年度収支差額 30,592,000 ▲ 8,351,562 38,943,562
基本金組入額合計 ▲ 195,231,000 ▲ 136,547,204 ▲ 58,683,796
当年度収支差額 ▲ 164,639,000 ▲ 144,898,766 ▲ 19,740,234
前年度繰越収支差額 ▲ 4,604,709,124 ▲ 4,604,709,124 0
翌年度繰越収支差額 ▲ 4,769,348,124 ▲ 4,749,607,890 ▲ 19,740,234
（参考）
事業活動収入計 2,730,430,000 2,786,847,408 ▲ 56,417,408
事業活動支出計 2,699,838,000 2,795,198,970 ▲ 95,360,970

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

学校法人 群馬育英学園

資金収支計算書事業活動収支計算書
（単位：円）

令和5年度 事業活動収支構成比率

令和 5年 4月 1日 より
令和 6年 3月 31日 まで

令和 5年 4月 1日 より
令和 6年 3月 31日 まで

　学園の令和5年度決算は、本年度5月24日（金）に開催された理事会において承認可決され、
続いて開催された評議員会に報告されました。令和5年度決算は下記のとおりです。

収入

支出

学生生徒等
納付金 60.7%

雑収入 4.6%

徴収不能額等 0.000%

人件費 60.2%

付随事業収入 3.4%

経営費等
補助金
26.8%

寄付金 2.6%
手数料 1.9%

管理経費 9.1%

教育研究
経費
30.7%



固定資産 8,527,401,167 8,616,978,184 ▲ 89,577,017

　有形固定資産 8,344,980,250 8,475,843,424 ▲ 130,863,174

　　土地 3,165,027,015 3,165,027,015 0

　　建物 4,224,348,216 4,335,304,692 ▲ 110,956,476

　　構築物 324,396,109 349,177,344 ▲ 24,781,235

　　教育研究用機器備品 272,850,448 280,820,069 ▲ 7,969,621

　　管理用機器備品 34,869,685 34,019,998 849,687

　　図書 255,335,496 253,802,583 1,532,913

　　車輌 68,153,281 57,691,723 10,461,558

　特定資産 116,971,171 86,178,672 30,792,499

　　退職給与引当特定預金 116,720,860 85,928,361 30,792,499

　　クラブ活動特定預金 250,311 250,311 0

　その他の固定資産 65,449,746 54,956,088 10,493,658

　　権利金 3,000,000 0 3,000,000

　　電話加入権 1,963,507 1,963,507 0

　　保険積立金 38,375,889 31,083,981 7,291,908

　　出資金 50,000 50,000 0

　　敷金・保証金 402,000 375,000 27,000

　　貸付金 21,200,000 21,200,000 0

　　その他預託金 458,350 283,600 174,750

流動資産 1,488,326,366 1,382,512,502 105,813,864

　現金預金 1,433,458,390 1,297,345,672 136,112,718

　未収入金 36,810,871 70,656,375 ▲ 33,845,504

　有価証券 0 0 0

　前払金 14,614,719 9,963,489 4,651,230

　仮払金 3,442,386 4,546,966 ▲ 1,104,580

資産の部合計 10,015,727,533 9,999,490,686 16,236,847

科　　目 本年度末 前年度末 増　減（▲）

収入の部

固定負債 1,119,484,669 1,108,342,124 11,142,545

　長期借入金 568,143,000 606,929,000 ▲ 38,786,000

　退職給与引当金 116,720,860 85,928,361 30,792,499

　長期未払金 434,620,809 415,484,763 19,136,046

流動負債 690,232,190 676,786,326 13,445,864

　短期借入金 38,786,000 49,386,000 ▲ 10,600,000

　未払金 65,251,377 54,608,342 10,643,035

　前受金 136,644,900 131,062,000 5,582,900

　預り金 449,549,913 441,729,984 7,819,929

負債の部合計 1,809,716,859 1,785,128,450 24,588,409

基本金 12,955,618,564 12,819,071,360 136,547,204

　第1号基本金 12,769,618,564 12,633,071,360 136,547,204

　第4号基本金 186,000,000 186,000,000 0

繰越収支差額 ▲ 4,749,607,890 ▲ 4,604,709,124 ▲ 144,898,766

　翌年度繰越収支差額 ▲ 4,749,607,890 ▲ 4,604,709,124 ▲ 144,898,766

　　純資産の部合計 8,206,010,674 8,214,362,236 ▲ 8,351,562

　負債及び純資産の部合計 10,015,727,533 9,999,490,686 16,236,847

科　　目 本年度末 前年度末 増　減（▲）

科　　目 本年度末 前年度末 増　減（▲）

負債の部

純資産の部

貸借対照表
（単位：円）

令和5年度 賃借対照表

令和 6年 3月 31日現在

資産構成比率負債・純資産の部

固定資産 
85%

基本金・繰越収支
差額 82%

流動資産
 15%

流動負債
 7%

固定負債
 11%



　

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学
一
同

が
新
た
な
決
意
で
新
春
を
迎
え
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
本
学
卒
業
生
で
レ
ス
リ
ン

グ
部
出
身
の
櫻
井
つ
ぐ
み
選
手
、元
木

咲
良
選
手
が
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル
、大
学
生
の
石
井
亜
海
選
手
、

清
岡
も
え
選
手
が
、非
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

階
級
世
界
選
手
権
大
会
で
優
勝
と
輝

か
し
い
活
躍
で
、育
英
大
学
の
名
を
国

内
外
に
示
し
ま
し
た
。
創
部
７
年
目

に
し
て
の
快
挙
は
選
手
の
皆
さ
ん
の

並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
併
せ
て
、監
督
、

コ
ー
チ
陣
、関
係
者
一
同
が
一
体
と

な
っ
た
努
力
の
成
果
と
思
い
ま
す
。
努

力
は
新
し
い
物
を
生
み
出
す
こ
と
を

全
学
に
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、一
方
で
大
学
を
取
り
巻
く

全
体
像
は
大
変
厳
し
く
、大
学
進
学

者
数
の
将
来
推
計
等
の
最
新
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、大
学
入
学
者
数
は
２
０
３
０

年
ま
で
は
60
万
人
台
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、２
０
３
５
年
に
60
万
人
を
割
り

込
む
こ
と
、２
０
４
０
年
ま
で
に
急
激
に

減
少
し
て
46
万
人
台
に
な
る
見
通
し
と

し
て
い
ま
す
。
大
学
全
入
時
代
が
定
着

し
た
今
、高
校
生
の
ニ
ー
ズ
や
世
界
の
変

化
に
対
応
し
、選
ば
れ
る
大
学
、具
体

的
に
は
入
学
希
望
者
が
大
学
に
何
を

求
め
て
い
る
か
を
理
解
し
、そ
れ
に
も
と

づ
い
た
大
学
運
営
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら

の
改
革
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

育
英
大
学
は
２
０
２
４
年
ス
ポ
ー
ツ

教
育
専
攻
で
入
学
定
員
50
名
を
２
倍

の
１
０
０
名
に
増
員
し
ま
し
た
が
、お
か

げ
様
で
定
員
を
充
足
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
増
員
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
担
当
教
員

は
勿
論
の
こ
と
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
養
成
等
に
も
努
力
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

児
童
教
育
専
攻
は
、学
校
教
育
コ
ー

ス
と
幼
児
教
育
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
い
ま
す
が
、両
コ
ー
ス
共

に
学
生
諸
君
の
努
力
次
第
で

同
一
免
許
が
取
得
可
能
な
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
実
感

覚
を
身
に
つ
け
た
即
戦
力
と

な
る
教
員
の
養
成
を
目
的
と

し
て
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

短
期
大
学
は
少
子
化
の
進

行
に
よ
り
、と
り
わ
け
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
て
、両
学

科
共
に
特
色
を
出
す
事
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
学
科
は
子
ど
も
文
化
、

子
ど
も
表
現
、子
ど
も
運
動
、

子
ど
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
４
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
、よ
り
専

門
性
を
高
め
る
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
県
内
保
育
施
設
に

勤
務
す
る
保
育
士
の
50
％
以

上
が
、育
短
の
出
身
者
で
占
め

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、即

戦
力
と
し
て
の
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
地

域
の
保
育
士
養
成
を
担
っ
て
い

る
事
を
自
覚
し
、教
員
全
員

更
な
る
努
力
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
は
コ
ー
ス
の
枠
を
越
え
て
、

夢
や
興
味
、感
心
に
あ
っ
た
科

目
選
択
方
式
で
全
国
的
に
も

数
少
な
い
特
色
を
持
っ
た
短

大
で
す
。
入
学
後
に
自
分
の

進
路
を
決
め
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

今
後
も
特
色
を
出
し
て
選

ば
れ
る
育
英
大
学
、育
英
短

期
大
学
を
目
ざ
し
て
努
力
い

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
皆
様
か
ら
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
、保
育
学

科
で
は〝
あ
り
が
と
う
で
つ
な
が
る
人
に
な
る
〞と

い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
学
生
が
人
と
の
繋
が
り
の

中
で
、「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
を
言
え
る
人
、

ま
た
言
わ
れ
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
、

常
に
念
頭
に
置
い
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
学
生

が
育
英
短
期
大
学
の
２
年
間
の
学
び
の
中
で
、自

ら
の
個
性
や
特
質
を
伸
ば
し
気
づ
き
を
深
め
、自

身
を
生
か
し
発
言
し
行
動
し
、社
会
に
で
て
か
ら

も
育
ち
続
け
る
力
を
、様
々
な
角
度
か
ら
導
く
こ

と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
開
学
以
来
９
千
人
を
超
え
る
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
保
育
業
界
や
保
育
者

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
ニュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
私
た
ち
は
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
未
来
を
後
押
し
し
よ
う
と
す
る
保

育
現
場
で
、昼
夜
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、愛

情
を
注
ぐ
卒
業
生
の
姿
を
多
く
知
っ
て
い
ま
す
。

保
育
者
不
足
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在
、本
学
の
養

成
校
と
し
て
の
役
割
は
、地
域
か
ら
も
保
育
現
場

か
ら
も
さ
ら
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
あ
ら

た
め
て
、保
育
学
科
教
員
自
ら
が
学
内
外
で「
つ
な

が
る
人
」と
な
り
、こ
れ
か
ら
の
保
育
者
養
成
に
尽

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
皆
様
方
の
ご
支
援
に
対
し
、大
変
感

謝
い
た
し
ま
す
。
一
年
生
、二
年
生
と
も
自
分

の
興
味
関
心
が
あ
る
学
び
を
通
し
、卒
業
後
の

キ
ャ
リ
ア
を
検
討
し
な
が
ら
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
習
得
・
向
上
を
目
指
し
て
充
実
し
た
学
生

生
活
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、相
手
を
言
い
負

か
し
、自
分
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
使
う

自
己
主
張
の
高
さ
で
あ
る
と
勘
違
い
さ
れ
が
ち

で
す
。
し
か
し
、今
後
の
社
会
で
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
を
通
し
て
他
者
の
気
持
ち
を
理
解
し
、相

手
の
立
場
を
尊
重
し
て
、人
や
社
会
の
た
め
に

役
立
て
る
人
間
が
必
要
と
さ
れ
、組
織
の
発
展

に
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
代
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
が
地
域
社
会
で
必
要
と
さ
れ

続
け
る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
利
己
的
で
な
く

利
他
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
で
き
る

人
材
を
養
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
橋
育
英
高
校
と
の
連
携
・
接
続
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、育
英
大
学
と
協
力
し
な
が
ら
群
馬
育

英
学
園
の
発
展
の
た
め
に
学
科
教
員
全
員
が
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
指
導
の
ほ
ど
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学生数
大学 教育学部 516人

短期大学
保育学科 307人
現代コミュニ
ケーション学科 112人

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学

学
　
長

石
井
　
學

│
あ
り
が
と
う
で
つ
な
が
る
人
に
な
る
│

│
人
や
社
会
の
た
め
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
│

現代コミュニ
ケーション学科長

泉水清志
保育学科長

内田基美



ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
で
は
、地
域
に
根

差
し
た
運
動
部
活
動
の
移
行
や
小
学

校
中
学
年
か
ら
の
教
科
担
任
制
拡
大

を
背
景
に
、体
育
専
科
の
指
導
が
で

き
る
教
員
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
に

応
え
る
た
め
実
践
的
で
専
門
性
の
高

い
教
育
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、英
語
教
育
専
攻
で
は
、小

学
校
中
学
年
か
ら
の
教
科
担
任
制
の

推
進
や
、中
学
校
・
高
等
学
校
に
お

け
る
専
門
性
の
高
い
英
語
教
員
の
育

成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、異

文
化
理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
重
視
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
、国
際
社
会
に
対
応
し
た
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、教
員
養
成
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

野
を
兼
ね
備
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
は
本
学
の
取
り
組

み
が
広
く
評
価
さ
れ
て
い
る
証
で
あ

り
、開
学
か
ら
７
年
と
い
う
短
期
間

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
教
育
の
育
英

大
学
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
高
等
学
校
や
短
期
大
学

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、学
園

全
体
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
、関
係
者
各
位
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
育
英
大
学
は
お
か
げ
さ

ま
で
開
学
７
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
年
度
８
月
に
開
催

さ
れ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

本
学
助
手
で
あ
る
櫻
井
つ
ぐ
み
と
元

木
咲
良
が
見
事
、金
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
私

自
身
も
女
子
チ
ー
ム
の
監
督
と
し
て

現
地
で
試
合
準
備
に
携
わ
り
ま
し
た

が
、こ
れ
ほ
ど
緊
張
と
感
動
を
味

わ
っ
た
大
会
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
成
果
は
、選
手
た
ち
の

努
力
と
、皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
の

賜
物
で
あ
る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
学
で
は
学
生
募
集
も
順
調
に
推

移
し
て
お
り
、来
年
度
に
は
さ
ら
な

る
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
、ス

ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
の
定
員
を
１
０
０

名
か
ら
１
３
０
名
に
増
加
し
、中
学

校
・
高
等
学
校
の
英
語
免
許
を
取
得

で
き
る
英
語
教
育
専
攻（
定
員
20
名
）

の
新
設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ス

灯
し
、成
長
し
続
け
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し
、小
学
校
お
よ

び
中
高
保
健
体
育
の
各
一
種
教
員
免

許
が
取
得
し
や
す
く
な
り
、多
く
の

学
生
が
可
能
性
を
広
げ
、教
育
の
未

来
を
支
え
る
志
を
胸
に
、目
標
達
成

に
向
け
て
学
業
や
諸
活
動
に
力
強
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
生
で
は
新
た
に
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
科
目
が
始
ま
り
、教
育

関
係
の
み
な
ら
ず
民
間
企
業
の
説
明

会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、職
業
選
択
の
幅

を
広
げ
る
と
と
も
に
、教
育
分
野
の

意
義
や
魅
力
に
改
め
て
気
付
く
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
も
３
年
生
を
対
象
と
し
た
教

員
採
用
試
験
が
実
施
さ
れ
、本
専
攻

か
ら
３
名
が
見
事
合
格
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

４
年
生
に
お
い
て
は
、小
学
校
教

員
採
用
試
験
に
児
童
教
育
専
攻
か
ら

11
名
が
合
格
し
、公
立
保
育
園
に
２

名
が
合
格
す
る
な
ど
、多
く
の
学
生

が
希
望
す
る
進
路
を
実
現
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
本
学
で
培
っ
た
知
識
と
経

験
を
活
か
し
、未
来
を
担
う
教
育

者
・
社
会
人
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育

み
、社
会
を
支
え
る
基
盤
で
す
。
本

専
攻
は
、社
会
に
貢
献
し
活
躍
す
る

人
材
育
成
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

児
童
教
育
専
攻
で
は
今
年
度
４

月
、新
た
な
時
代
の
教
育
を
担
う
使

命
と
情
熱
を
胸
に
、53
名
の
１
年
生

が
入
学
し
ま
し
た
。
彼
ら
が
未
来
の

子
ど
も
た
ち
や
社
会
に
希
望
の
光
を

し
育
英
大
学
の
名
を
世
界
に
知
ら

し
め
る
と
と
も
に
、10
月
末
ア
ル
バ

ニ
ア
に
て
開
催
さ
れ
た
非
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
階
級
世
界
選
手
権
で
は
４

階
級
の
う
ち
本
専
攻
の
石
井
亜
海

選
手（
４
年
）と
清
岡
も
え
選
手（
３

年
）
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
、す
で
に

新
し
い
世
代
が
育
っ
て
い
る
こ
と

が
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
男

子
サ
ッ
カ
ー
部
、さ
ら
に
陸
上
部
や

女
子
バ
レ
ー
部
の
強
化
指
定
ク
ラ

ブ
も
各
種
大
会
や
リ
ー
グ
戦
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
専
攻
は
令
和
６
年
度
よ
り
入

学
定
員
を
50
名
か
ら
１
０
０
名
へ

と
倍
増
し
ま
し
た
が
、お
か
げ
様
で

本
年
度
は
定
員
を
超
え
る
入
学
生

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
の
出
口
で
す
が
、こ
ち
ら
も

令
和
６
年
３
月
の
卒
業
生
は
就
職

率
１
０
０
％
を
達
成
し
、ま
た
今
年

度
の
教
採
で
も
群
馬
県
で
中
学
校

体
育
２
名
が
合
格
す
る
な
ど
、実
績

を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、公

務
員
サ
ー
ク
ル
が
ま
す
ま
す
充
実

し
て
き
て
お
り
、教
職
以
外
の
進
路

に
つ
い
て
も
着
実
に
そ
の
成
果
を

上
げ
る
べ
く
、教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
学
生
指
導
に
当
た
る
所
存
で
お

り
ま
す
。

　

関
係
各
位
の
ま
す
ま
す
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
本
専
攻
を
３
月
に
卒
業

し
た
櫻
井
つ
ぐ
み
選
手
、元
木
咲
良

選
手
が
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子

レ
ス
リ
ン
グ
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

│
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
の

 

定
員
増
と
現
状
の
報
告
│

副学長・教育学部長

柳川美麿

│
未
来
を
拓
く

 

教
育
者
と
し
て
│

児童教育専攻長

吉井健人

│
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

 
こ
の
１
年
│

スポーツ教育専攻長

滝沢和彦



　

令
和
５
年
度
後
期
の
成
績

優
秀
者
及
び
令
和
６
年
度

前
期
の
成
績
優
秀
者
に
奨
学

金
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

奨
学
金
は
、半
期
授
業
料
の

半
額
相
当
で
す
。

　

成
績
優
秀
奨
学
生
は
、以

下
の
と
お
り
で
す
。

陸
上
競
技
部

 

■
第
１
０
１
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会（
10
／
19
） 

総
合
31
位

 

■
関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
５
／
９
〜
12
）

  

・
櫻
井 

凪
人（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

４
０
０
ｍ
：
優
勝

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
優
勝

  

・
髙
橋 

陸
人（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
２
位

 

■
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手
権
大
会（
６
／
14
〜
16
）

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
５
位

  

・
髙
橋 

陸
人（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
７
位

 

■
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
９
／
20
）

  

・
髙
橋 

陸
人（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
９
位

 

■
関
東
学
生
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
９
／
27
）

  

・
遠
藤 

暢
丈（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

８
０
０
ｍ
：
２
位

レ
ス
リ
ン
グ
部

 

■
Ｕ
20
ア
ジ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
タ
イ
大
会（
７
／
20
〜
24
）

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
鈴
木 

飛
来（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
澤
谷 

ゆ
な（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

 

■
Ｊ
Ｏ
Ｇ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ（
４
／
27
・
28
）

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
２
位

  

・
中
村 

真
翔（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
有
田 

英
慎（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
長
谷
川 

虎
次
郎（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
鈴
木 

飛
来（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
２
位

  

・
深
澤 

昂
空（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
高
橋 

侑
臣（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

77
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
勝
部 

滉
貴（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

61
㎏
級
／
Ｆ
：
３
位

  

・
菅
野 

煌
大（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

65
㎏
級
／
Ｆ
：
３
位

 

■
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ィ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
Ｕ
23（
４
／
13
・
14
）

  

・
櫻
井 

は
な
の（
大
学
：
児
童
教
育
：
４
年
） 

53
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
五
味 

音
（々
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
椛
本 

怜
那（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  
・
平
井 

か
え
で（
大
学
：
児
童
教
育
：
４
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  
・
石
井 

亜
海（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

68
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  
・
藤
倉 

優
花（
大
学
：
児
童
教
育
：
３
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
２
０
２
４
年
明
治
杯
全
日
本
選
抜
選
手
権（
５
／
23
〜
26
）

  

・
三
谷 
剛
大（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
２
位

  

・
佐
々
木 
優
太（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

97
㎏
級
／
Ｆ
：
３
位

  

・
櫻
井 

は
な
の（
大
学
：
児
童
教
育
：
４
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
澤
谷 

ゆ
な（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
新
井 

一
花（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
池
畑 

菜
（々
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
石
井 

亜
海（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
２
０
２
４
年
全
日
本
社
会
人
選
手
権（
６
／
29
・
30
）

  

・
櫻
井 

は
な
の（
大
学
：
児
童
教
育
：
４
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
藤
本 

成
海（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
新
井 

一
花（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
藤
倉 

優
花（
大
学
：
児
童
教
育
：
３
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
２
０
２
４
ア
ジ
ア
選
手
権（
４
／
13
・
14
）

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
Ｕ
20
ア
ジ
ア
選
手
権（
７
／
16
〜
24
）

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 
60
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
鈴
木 

飛
来（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
澤
谷 

ゆ
な（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

 

■
Ｕ
20
世
界
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
ス
ペ
イ
ン
大
会（
９
／
２
〜
８
）

  

・
長
谷
川 

虎
次
郎（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・バ
ド
バ
ヤ
ル・ナ
ン
バル
ダ
グ
ワ（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

１
２
５
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
池
畑 

菜
（々
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
Ｕ
23
世
界
選
手
権
出
場（
10
／
21
〜
27
）

  

・
石
井 

亜
海（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
）女
子
68
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
２
０
２
４
年
全
日
本
大
学
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権（
10
／
23
・
24
）

  

・
大
学
対
抗  

育
英
大
学  

団
体
優
勝

  

・
増
田 

壮
兼（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

55
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
三
谷 

剛
大（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
長
谷
川 

虎
次
郎（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
鹿
糠 

鉄
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

77
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・バ
ド
バ
ヤ
ル・ナ
ン
バル
ダ
グ
ワ（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
）

 

１
２
５
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

 

■
２
０
２
４
年
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権（
12
／
19
〜
22
）

  

・
櫻
井 

は
な
の（
大
学
：
児
童
教
育
：
４
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

53
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
新
井 

一
花（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
元
木 

日
陽
里（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

62
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
池
畑 

菜
（々
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
石
井 

亜
海（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

68
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
三
谷 

剛
大（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
中
村 

真
翔（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
本
名 

一
晟（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

72
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
吉
澤 

英（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

87
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
大
学
・
短
大
）

 

■
２
０
２
４
年
度
関
東
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
部
秋
季
リ
ー
グ
戦

 

（
９
／
14
〜
10
／
19
）　

優
勝

 

■
２
０
２
４
年
度 

群
馬
県
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
男
子
・
女
子
選
手
権
大
会

 　

兼 

第
42
回
全
日
本
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
男
子
・
女
子
選
手
権
大
会

 

（
５
／
26
）　

群
馬
県
推
薦
で
全
国
大
会
出
場

 

■
天
皇
・
皇
后
杯 

全
日
本
選
手
権
大
会
群
馬
県
予
選（
７
／
13
・
14
） 

準
優
勝

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

 

■
北
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会（
４
／
20
〜
５
／
５
） 

ベ
ス
ト
８

 

■
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
２
部（
５
／
11
〜
11
／
２
） 

３
位

そ
の
他
の
部

 

■
第
35
回
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
10
／
12
・
13
）

  

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部（
男
女
）：
優
勝

  

・
女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
：
準
優
勝

  

・
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
：
準
優
勝

  

・
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
：
準
優
勝

  

・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
：
準
優
勝

 

■
出
前
公
演（
大
学
・
短
大
）

和
太
鼓
部
、ハ
ワ
イ
ア
ン
部
、ダ
ン
ス
部
、ハニ
ー
キ
ッ
ズ
部
は
、地
域
の
各
種
団
体

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、出
前
公
演
を
行
っ
て
お
り
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
の
学
生
が
本
年
度
に
活
躍
し
た
主
な
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

令和5年度後期・令和6年度前期の成績優秀者奨学金の授与令和5年度後期・令和6年度前期の成績優秀者奨学金の授与

■
令
和
５
年
度  
後
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

児
童
教
育
専
攻

１
年 

米
山 

水
葵

２
年 

西
東 

英
奈

３
年 

菅
原 

想
介

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

１
年 

馬
場 

純
未

 

齋
藤 

望
夢

２
年 

羽
鳥 

雄
大

３
年 

岩
﨑 

竜
馬

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

山
田 

望
央

 

星
野 

友
里

 

宮
下 

夏
妃

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

髙
野 

純
鈴

■
令
和
６
年
度  

前
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

※

４
年
生
は
選
考
中

児
童
教
育
専
攻

１
年 

三
澤 

陽
依

２
年 

中
澤 

優
花

 

西
山 

な
ず
な

３
年 

西
東 

英
奈

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

１
年 

西
村 

昂
琉

 

三
井
田 

奈
那

２
年 

齋
藤 

望
夢

 

荻
原 

蒼
空

３
年 

栁
澤 

優
羽

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

長
岡 
由
利
子

 

佐
藤 
絵
摩

 

後
藤 

実
羽

２
年 

星
野 

友
里

 

山
田 

望
央

 

宮
下 

夏
妃

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

飛
田 

暖
奈

１
年 

髙
野 

純
鈴



　

本
学
で
は
、高
崎
市
が

主
催
す
る
『
市
内
私
立
大

学
・
短
期
大
学
連
携
事
例

発
表
会
』
〜
産
学
官
連

携
・
地
域
貢
献
活
動
に
よ

る
地
域
振
興
を
目
指
し
て

〜
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
表
会
に
は
、高

崎
市
内
の
６
校
の
私
立
大

学
・
短
期
大
学
が
参
加
し
、

地
域
が
抱
え
る
身
近
な

課
題
に
、大
学
と
企
業
等

が
共
同
で
取
り
組
む
産
学

連
携
を
促
進
さ
せ
る
も
の

で
、学
生
が
地
域
貢
献
活

動
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
の
展
開
を
研
究
し
、

例
年
２
月
に
発
表
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
２
月
は
、新

島
学
園
短
期
大
学
が
会

場
と
し
て
行
わ
れ
、本
学

か
ら
次
の
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

①
学
生
が
自
作
し
た
発
達

支
援
玩
具
の
活
用
と
改
善

に
関
す
る
事
例
研
究

■
発
表
者
／
保
育
学
科

２
年
：
中
村
真
唯
、本
多

彩
莉
、安
齊
桜
、金
澤
菜

奈
美
、唐
澤
ひ
か
り
、篠

原
奈
那
、西
田
百
花
、韮

塚
葵
梨

■
指
導
教
員
／
保
育
学

科
：
倉
林
正
教
授

②
デ
イ
ト
レ
セ
ン
タ
ー
と

の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、ｅ
ス

ポ
ー
ツ
継
続
効
果
の
調
査

■
発
表
者
／
現
代
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
年
：

川
口
結
、田
中
心
乃
、遠

山
紗
希
歩

■
指
導
教
員
／
現
代
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
：

泉
水
清
志
教
授

③
ゼ
ミ
活
動
で
社
会
貢

献
！
未
来
の〝
あ
そ
べ
ん

ち
ゃ
ー
〞を
育
て
よ
う
！

■
発
表
者
／
教
育
学
部

児
童
教
育
専
攻
４
年
：
池

田
紗
玖
良
、江
原
璃
珠
夢
、

小
笠
原
優
花
、庭
屋
亜
純
、

廣
川
実
咲
、堀
口
俊
哉
、

吉
原
花
香

■
指
導
教
員
／
教
育
学

部
教
育
学
科
児
童
教
育

専
攻
：
田
中
卓
也
教
授

④
中
学
校
へ
の
体
育
的
ボ

ラ
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果
と

課
題

■
発
表
者
／
教
育
学
部

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
１

年
：
諸
星
風
弥
、黒
川
気

吹■
指
導
教
員
／
教
育
学

部
教
育
学
科
ス
ポ
ー
ツ
教

育
専
攻
：
日
髙
裕
介
講
師

　

本
学
で
は
、地
域
連
携
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
公
開
講

座
を
実
施
し
て
お
り
、地
域
の

皆
様
の
生
涯
学
習
の
一
助
と

な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
高
崎
市
と

高
崎
市
教
育
委
員
会
の
後
援

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

第
１
回 

７
月
21
日
日10時

〜
12
時

■
演
題
／
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
を

奏
で
て
み
よ
う
！

■
講
師
／
林 

智
草（
教
育
学

部
児
童
教
育
専
攻 

准
教
授
）

■
対
象
者
／
小
学
校
低
学
年

（
１・２
年
生
）

第
２
回 

７
月
27
日
土10時

〜
15
時

■
演
題
／
夏
休
み
の
宿
題
│

ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
を
仕
上
げ
よ

う
│

■
講
師
／
渡
辺 

一
洋（
教
育

学
部
児
童
教
育
専
攻 

准
教

授
）

■
対
象
者
／
小
学
校
１
〜
６

年
生

第
３
回 

９
月
28
日
土10時

〜
12
時

■
演
題
／
チ
ャ
レ
ン
ジ 

ボ
ー
ル

投
げ
遊
び
：
ボ
ー
ル
投
げ
に
楽

し
く
、遊
び
な
が
ら
挑
戦
し
て

み
よ
う

■
講
師
／
吉
井 

健
人（
教
育

学
部
児
童
教
育
専
攻 

准
教

授
）

■
対
象
者
／
小
学
校
低
学
年

（
１・２
年
生
・
保
護
者
同
伴
）

第
４
回 

10
月
26
日
土

11
時
〜
12
時

■
演
題
／
ボ
ッ
チ
ャ
を

や
っ
て
み
よ
う
！

■
講
師
／
倉
林 

正（
保

育
学
科 

教
授
）

■
対
象
者
／
４
歳
〜
年

齢
制
限
な
し

第
５
回 

10
月
26
日
土

14
時
〜
15
時

■
演
題
／
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
と
触
れ
合
お
う
!!
〜

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
で
あ

る
レ
ス
リ
ン
グ
を
体
験

し
て
み
よ
う
！
〜

■
講
師
／
松
本 
隆
太

郎（
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ

教
育
専
攻 

講
師
・
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

銅
メ

ダ
リ
ス
ト
）、櫻
井 

つ
ぐ

み（
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ

教
育
専
攻 

助
手
・
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

金
メ
ダ

リ
ス
ト
）、元
木 

咲
良

（
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教

育
専
攻 

助
手
・
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク 

金
メ
ダ
リ
ス

ト
）、本
学
レ
ス
リ
ン
グ

部
学
生

■
対
象
者
／
幼
児
、小

学
生

第
６
回 

10
月
27
日
日

13
時
〜
15
時

■
演
題
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
〜
ぷ
よ
ぷ
よ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
〜

■
講
師
／
大
島 

宗
哲

（
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科 

准
教
授
）

■
対
象
者
／
小
学
校

（
中
学
年
〜
）

　

大
学
図
書
館
で
は
、日
々
の
学
習
・
研
究

支
援
だ
け
で
な
く
、様
々
な
企
画
や
イ
ベ
ン

ト
も
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
募
集
企
画
「
手

づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル 

Ｂｅｙ
ｏｎ
ｄ 

ｔ
ｈ

ｅ 

Ｂｏｒ
ｄｅｒｓ
」（
募
集
期
間
：
２
０
２
４

年
７
月
８
日（
月
）〜
10
月
18
日（
金
））に

は
、学
外
か
ら
の
応
募
が
過
去
最
多
と
な

り
、高
校
生
や
社
会
人
の
方
か
ら
も
多
数

の
力
作
が
集
ま
り
、絵
本
の
部
34
点
、原
作

の
部
16
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、佐
塚
公
代
先
生（
児
童
文
化
）、

木
月
禎
子
先
生
（
豆
本
作
家
）の
ほ
か
、絵

本
や
美
術
を
専
門
と
す
る
先
生
方
が
行
い
、

絵
本
11
作
品
、原
作
３
作
品
の
入
賞
作
品

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
、定
期
開
催
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
も
月
末
の
お
昼
休
み
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
学
生
だ
け
で
な
く
、教
職
員

も
積
極
的
に
参
加
し
、読
書
を
通
じ
た
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
10

月
10
日
（
木
）に
は
、全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ

ト
ル
関
東
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
行
い
。
チ
ャ
ン

プ
本
を
獲
得
し
た
短
大
・
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
１
年
生
の
飛
田
暖
奈
さ
ん
は
、

11
月
２
日
（
土
）に
群
馬
県
立
図
書
館
で
開

催
さ
れ
た
、関
東
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
決
戦
大
会
に

出
場
し
、素
晴
ら

し
い
プ
レ
ゼ
ン
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

大
学
図
書
館

の
催
し
が
、学
生

の
皆
さ
ん
の
自
己

表
現
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
場
と
な
り
、

学
生
生
活
の
充

実
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

　

ま
た
今
年
も
、

学
生
が
書
店
で

図
書
館
に
置
き

た
い
本
を
選
ぶ

「
選
書
ツ
ア
ー
」

や
、先
生
方
に
よ

る
Ｗｅ
ｂ
選
書
を
実
施
し
、魅
力
あ
る
蔵
書

の
構
築
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、し
か
け
絵
本
展
、東
日
本
大
震
災
の

新
聞
の
展
示
、選
書
ツ
ア
ー
等
、様
々
な
企

画
を
年
間
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
図
書
館
の
活
動
の
様
子
は
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
と
Ｘ（@

ikuei_library

）で
発
信

し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
絵
本
の
部
》

●
最
優
秀
賞

『
花
の
丘
の
一
羽
の
カ
ラ
ス
』
木
野
田
博

彦（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

●
審
査
員
特
別
賞

『
老
桜
の
つ
ぶ
や
き 

│
根
尾
谷
淡
墨
桜

│
』安
藤
邦
緒（
岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
）

●
優
秀
賞

『
ジ
ャ
ッ
ク
の
眼
鏡
』（
共
作
）大
貫 

乃
愛（
短

大
・
保
育
学
科
２
年
）、信
澤 

理
恵（
短
大
・
保
育

学
科
２
年
）、和
田 

歩
結
華（
短
大
・
保
育
学
科

２
年
）

『
ひ
か
り
の
い
ろ
』
青
木 

優
花
（
短
大
・
保
育

学
科
２
年
）

『
Ｌ
ｏ
ｏ
ｋ 

Ｔ
ｈ
ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｅ
ｙ

ｅ
ｓ
』小
柏 

悠
衣（
短
大
・
保
育
学
科
２
年
）

《
原
作
の
部
》

●
優
秀
賞

『
大
き
な
木
』川
嶋 

凛
華（
鳥
取
県
立
倉
吉
総

合
産
業
高
校
３
年
）

手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

市
内
私
立
大
学
・
短
期
大
学
連
携
事
例
発
表
会

公
開
講
座



　

今
年
度
も
育
英
大
学
・
育
英
短
期

大
学
合
同
で
、10
月
26
日
と
27
日
に

第
54
回
桔
梗
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｂ
ｕ
ｔ 

愛
Ｆ
ｌ

ｙ 

〜
み
ん
な
の
思
い
出
史
上“

最

高”

に
〜
」
で
、実
行
委
員
を
中
心
に

学
生
全
体
が
一
丸
と
な
り
、２
日
間

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

テ
ー
マ
に
は
、桔
梗
の
花
が
象
徴
す

る
永
遠
の
絆
と
、ラ
ベ
ン
ダ
ー
色
の

蝶
が
舞
う
自
由
な
心
を
表
現
し
、鮮

や
か
な
紫
色
の
桔
梗
が
咲
き
誇
る
中

で
蝶
が
高
く
舞
う
情
景
を
通
じ
て
、

訪
れ
る
皆
さ
ま
に
希
望
と
感
動
を
届

け
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
桔
梗
祭
で
は
、学
生
が
出

場
す
る「
歌
う
ま
コ
ン
テ
ス
ト
」を
は

じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

模
擬
店
、展
示
物
な
ど
、多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、多
く
の
来
場
者

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
模

擬
店
で
は
海
鮮
焼
き
や
パ
フ
ェ
な
ど

個
性
的
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
、学
食

か
ら
の
出
店
も
あ
り
、バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
食
べ
物
を
味
わ
え
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、部
活
動
や

サ
ー
ク
ル
、有
志
団
体
が
日
ご
ろ
の

練
習
成
果
を
披
露
し
、１
日
目
に
は

和
太
鼓
部
に
よ
る
迫
力
満
点
の
演
奏

や
、ハ
ワ
イ
ア
ン
サ
ー
ク
ル
の
優
雅

な
踊
り
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
大
活
躍
さ
れ
た
育
英
大
学
出
身
の

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
お
迎
え
し
、ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
と
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
も
行
わ
れ
、大
き

な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ま

た
、「
歌
う
ま
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
学

生
た
ち
が
素
敵
な
歌
声
を
披
露
す
る

こ
と
を
は
じ
め
、外
部
か
ら
は
３
組

の
芸
人
が
出
演
し
て
会
場
を
大
い
に

沸
か
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、ゲ
ー
ム

大
会
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
実
演

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、今
年
な
ら
で
は
の

ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
も
実
施
さ
れ
、幅

広
い
世
代
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。

　

桔
梗
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
、無
事
に
桔
梗
祭
２
０
２
４

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
は
過
去
最
多
の
３
６
０
０
人
も
の

来
場
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、史
上

最
高
の
桔
梗
祭
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
度
も
た
く
さ
ん
の
方

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

大
学
祭
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。

大
学
祭
実
行
委
員
長（
大
学
）　

齋
藤　

宝

大
学
祭
実
行
委
員
長（
短
大
）　

保
足 

優
里

桔
梗
祭
２
０
２
４

桔
梗
祭
２
０
２
４



■パリオリンピック（8/8～11）
大学助手 櫻井 つぐみ
（57kg級 金メダル）
大学助手 元木 咲良
（62kg級 金メダル）
■レスリング世界選手権大会
　（10/25～11/1）
4年 清岡 もえ（58kg級 優勝）
4年 石井 亜海（72kg級 優勝）

【
定
期
総
会
】

　

令
和
６
年
度
の
定
期
総
会
は
、

５
月
18
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
本

学
の
１
２
５
教
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
５
年
度
事
業

報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報

告
、令
和
６
年
度
新
役
員
の
選
出
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
、予
算

案
を
審
議
い
た
だ
き
、原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、実
習
・
就
職
活
動
、

学
生
会
活
動
、ク
ラ
ブ
活
動
、学
園

祭
、図
書
購
入
、コ
ロ
ナ
対
策
、教

育
環
境
整
備
等
に
支
援
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、８
月
に

は
卒
業
生
で
本
学
助
手
の
櫻
井
、

元
木
選
手
が
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

レ
ス
リ
ン
グ
に
出
場
す
る
こ
と
か
ら
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
金
と
し
て
支

援
し
ま
し
た
。
２
人
と
も
見
事
に

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
「
育
英
」の
名

を
世
界
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、総
会
を
も
っ
て
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
会
長
、

各
副
会
長（
支
部
長
）、監
査
計
６

名
に
学
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
支
部
会
】

　

第
１
回
合
同
支
部
会
が
、９
月

21
日
（
土
）に
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
支
部
会
で

は
、定
期
総
会
報
告
・
学
事
日
程
、

ク
ラ
ブ
活
動
・
出
前
公
演
の
状
況
、

各
学
科（
専
攻
）の
取
組
、進
路
な

ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、参
加

し
た
保
護
者
か
ら
は
様
々
な
質
問

が
あ
り
、大
学
と
の
意
見
交
換
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
合
同
支
部
会
は
、本
部

役
員
会
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

【
青
空
市
場
】

　

10
月
26
日（
土
）の
桔
梗
祭
１
日

目
に
、恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
青
空

市
場
」を
出
店
し
ま
し
た
。

　
「
青
空
市
場
」で
は
、新
鮮
野
菜

や
果
物
、お
菓
子
す
く
い
、飲
料
が

格
安
で
販
売
さ
れ
、盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
、桔
梗
祭
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
青
空
市
場
」の
収
益
金
１

０
２
，３
７
９
円
は
、学
生
の
就
職

支
援
の
た
め
採
用
試
験
の
問
題
集

等
を
本
学
図
書
館
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
定
期
総
会
が
６

月
10
日
（
月
）
午
後
６
時
か
ら
ホ

テ
ル
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
５
年
度
事
業

報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報

告
、令
和
６
年
度
新
役
員
の
選
任
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
、予
算

案
を
審
議
い
た
だ
き
、原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、指
定
強
化
ク
ラ
ブ

や
地
域
活
動
ク
ラ
ブ
、学
園
祭
、

教
育
環
境
整
備
等
に
支
援
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、事
業
費
に
つ
い
は
、大

学
の
指
定
強
化
ク
ラ
ブ（
陸
上
部
、

レ
ス
リ
ン
グ
部
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
）、地
域
活
動
で
活
躍
し
て
い

る
和
太
鼓
部
、国
際
大
会
へ
の
支

援
に
対
し
て
支
援
を
厚
く
す
る

と
と
も
に
、８
月
に
は
卒
業
生
で

本
学
助
手
の
櫻
井
、元
木
選
手
が

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ス
リ

ン
グ
に
出
場
す
る
こ
と
か
ら
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
金
と
し
て
補

助
し
ま
し
た
。
２
人
と
も
金
メ

ダ
ル
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
後
援
会

と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
桔
梗
会
総
会

は
、６
月
に
本
学
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
今
年

度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、新
規
事
業
と
し
て
５
年
度
大

学
卒
業
生
２
名
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

支
援
金
と
し
て
１
０
０
万
円
の
補

助
、桔
梗
祭
（
大
学
祭
）へ
の
30
万

円
の
補
助
、そ
し
て
卒
業
生
へ
の
同

窓
会
活
動
補
助（
同
窓
会
開
催
補

助
）を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、例
年
行
っ
て
い
る
教
育
環

境
整
備
支
援
補
助
20
万
円
の
学

園
へ
の
寄
付
、桔
梗
祭
（
大
学
祭
）

キ
ャ
ン
パ
ス
・
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
へ
の
補

助
、レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
出

場
・
メ
ダ
ル
獲
得
者
へ
の
激
励
金
・

祝
金
の
贈
呈
も
い
た
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
桔
梗
祭
へ
同
窓
会
ブ
ー

ス
を
設
け
、多
く
の
同
窓
生
親
子

や
一
般
来
客
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
卒
業

パ
ー
テ
ィ
経
費
補
助
、卒
業
生
へ
の

記
念
品
贈
呈
な
ど
、在
校
生
・
卒

業
生
へ
の
支
援
を
深
め
る
と
共
に

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学
発
展

の
た
め
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

飛
翔
会
だ
よ
り

飛
翔
会
だ
よ
り

後
援
会
だ
よ
り

後
援
会
だ
よ
り

桔
梗
会
だ
よ
り

桔
梗
会
だ
よ
り

令
和
６
年
度
定
期
総
会

令
和
６
年
度
定
期
総
会

　大学を支援する三団体（飛翔会、後援会、桔梗会）では、8月にパ
リで開催されたオリンピックに出場した選手と、10月にアルバニア
で開催されたシニアの世界選手権大会に出場した選手に激励金
と、すばらしい成績を修めた選手に御祝金を贈呈しました。
　その他、U23レスリング世界選手権に出場した選手にも激励金
を贈呈しました。

2024年パリオリンピック（レスリング）及び
2024年レスリング世界選手権大会の出場者を応援



　

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続

き
、本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
能
登
半
島
を
は
じ

め
全
国
で
自
然
災
害
が
頻
発
す
る

な
ど
荒
れ
る
辰
年
と
な
り
ま
し
た

が
、令
和
七
年
度
は
巳
年
と
な
り
ま

す
。
巳
年
は
新
し
い
挑
戦
や
変
化

に
対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す

年
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、自
分
の
殻
を
破
り
更
な
る

高
み
を
目
指
し
、前
橋
育
英
高
校
の

発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
す
で
に
部
活
動
の
強
豪

校
と
し
て
全
国
的
な
知
名
度
を
誇

る
学
校
で
す
が
、入
学
し
た
す
べ
て

の
生
徒
達
が
充
実
し
た
高
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、多
様
な
教
育
活
動

を
企
画
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
ず
は
国
際
理
解
教
育
と
し
て
、短

期
留
学
体
験
の
導
入
を
す
す
め
ま

す
。
日
本
を
脱
出
し
て
海
外
か
ら

日
本
を
捉
え
る
こ
と
で
、視
野
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
脱
皮
し
て
成
長
す
る
、そ

の
よ
う
な
一
年
を
創
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、本
年
も

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の「
ぐ
ん
ま
育
英
」に
昨
年
私
が
寄
稿

い
た
し
ま
し
た
拙
い
文
章
を
み
ま
す
と
、コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
閉
塞
し
て
お
り
ま
し
た
学
校
の
諸
行
事
や

部
活
動
が
徐
々
に
催
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
云
々
、と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
こ
の

一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、男
子
サ
ッ
カ
ー
は

言
う
に
及
ば
ず
、女
子
サ
ッ
カ
ー
、男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
14
の
運
動
部
が
、関

東
や
全
国
で
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
前
橋
育
英
の
面

目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

文
化
部
も
囲
碁
将
棋
部
な
ど
四
つ
の
部
活
動
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
育
英
生
の
多
士
済
済
ぶ
り
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

　

授
業
・
学
習
面
に
目
を
向
け
ま
す
と
、保
育
の

実
習
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
が
お
り
、一
方
で

企
業
と
の
連
携
活
動
に
参
加
す
る
生
徒
も
居
り

ま
し
た
。
拝
見
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、み
な

真
摯
に
か
つ
活
き
活
き
と
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　

本
年
も
様
々
な
目
標
を
示
し
て
、生
徒
た
ち
が

真
摯
で
活
き
活
き
と
取
り
組
め
る
機
会
を
数
多

く
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
『
天
下
の
英
才
を
得
て
、之
を
教
育
す
』ご
理

解
、ご
協
力
、そ
し
て
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、皆
様
の
多
岐
に
わ

た
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
こ
と
、心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
選
手

権
大
会
優
勝
で
は
、最
高
の
舞

台
で
、最
高
の
結
果
と
感
動
の

瞬
間
を
皆
様
と
共
に
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、ま
た
、

多
く
の
祝
福
を
戴
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
活
躍
の
裏
で

は
、日
々
繰
り
返
さ
れ
る
選
手

の
弛
ま
ぬ
努
力
と
様
々
な
立

場
で
支
え
る
人
々
の
協
力
・
支

援
の
賜
物
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

年
々
、予
想
を
遙
か
に
超
え

て
進
む
少
子
化
の
波
に
惑
わ

さ
れ
ず
、各
々
の
限
界
を
超
え

て
戦
う
選
手
達
の
姿
、勝
利
を

最
後
に
つ
か
み
取
っ
た
姿
を

胸
に
、希
望
・
目
的
に
向
か
っ

て
、日
々
、努
力
を
惜
し
ま
ず

邁
進
し
た
い
と
決
意
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、何
卒
、宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
た
び
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
第
１
０

３
回
全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、７
大
会
振
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
応
援
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
着
任
し
て
以
降
、本
校
の
様
々

な
教
育
活
動
を
実
際
に
見
て
、そ
し
て
参
加
す

る
中
で
生
徒
た
ち
と
交
流
し
、本
校
に
対
す
る

愛
着
が
日
々
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
冬
は
、男
子
サ
ッ
カ
ー
部

の
他
、２
つ
の
部
活
動
が
全
国
選
手
権
大
会
に

出
場
し
、女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
８
年
振
り
の
初
戦

突
破
、男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
ベス
ト
16
と
、

ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
目

を
見
張
る
活
躍
で
、本
校
職
員
で
あ
る
こ
と
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、現
在
全
国
的
に
生
徒
の
急
減
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
中
学
校
卒
業
見
込

者
数
は
、令
和
６
年
の
約
１
万
７
千
人
か
ら
令
和

21
年
に
は
６
千
人
以
上
減
少
し
、６
割
程
度
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
の
み
な
ら
ず
、各

高
校
に
と
っ
て
は
正
に
生
き
残
り
を
か
け
た
戦
い
が

始
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、中
学
生
が
本
校
に
魅
力
を
感
じ

ら
れ
る
特
色
を
考
え
た
と
き
、一
つ
は
ス
ポ
ー
ツ
強

豪
校
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
レ
ベル
で

確
立
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
今
後
も
維
持
、強
化
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
が
、中
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
は
、更
な
る
特
色
が
必
要
で
す
。
幸
い
本
校

が
も
つ
、職
員
の
生
徒
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
指

導
の
実
践
や
、大
規
模
校
で
あ
り
な
が
ら
も
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
暖
か
い
雰
囲
気
を
生
徒
と
共
に
つ
く
り
あ

げ
よ
う
と
す
る
資
質
は
、教
育
に
携
わ
る
者
の
必

要
条
件
で
あ
り
、本
校
の
新
た
な
挑
戦
に
向
け
た

大
き
な
武
器
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
本
校
生
の
更
な
る
充
実
し
た
高
校
生
活
の

た
め
に
、ひ
い
て
は
中
学
生
に
と
って
入
学
し
た
い
学

校
と
な
る
た
め
に
、今
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、建
学

の
精
神
を
具
現
化
す
る
べ
く
、海
外
研
修
な
ど
の
国

際
交
流
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生徒数
普通科 1,358人

前
橋
育
英
高
等
学
校

校　

長

二
渡 

諭
司

副
校
長
挨
拶

教
頭
挨
拶

事
務
長
挨
拶

副校長
中西 信之

教 頭
上原 敏広

事務長
平澤 精人



　

高
校
生
の
持
つ
パ
ワ
ー
の
大
き
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。
毎
試
合

し
び
れ
る
よ
う
な
接
戦
で
、選
手
た
ち

も
我
々
ス
タ
ッ
フ
も
相
当
疲
れ
る
試
合
の

連
続
で
し
た
。
で
す
が
、そ
の
中
で
試
合

ご
と
に
選
手
達
が
、成
長
し
て
い
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、こ
の
チ
ー
ム
で「
日
本

一
」
と
い
う
の
に
は
、ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
簡
単
に
な

れ
る
も
の
で
は
、あ
り
ま
せ
ん
。
試
合
を

重
ね
て
い
く
う
ち
に
徐
々
に
団
結
力
が

出
て
き
て
「
も
し
か
し
た
ら
あ
る
か
も
」

と
感
じ
つ
つ「
い
や
そ
ん
な
に
簡
単
な
も

の
で
は
な
い
」と
心
の
中
で
思
い
直
し
て
い

ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
こ
れ
ま
で
何
百
人
も
の
卒

業
生
の
涙
を
見
続
け
て
き
て
痛
感
し
て

い
る
か
ら
で
す
。
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

り
な
が
ら
、そ
れ
で
も
勝
て
な
か
っ
た
こ

と
が
、何
回
も
あ
り
ま
し
た…

。

　

決
勝
戦
の
Ｐ
Ｋ
は
、本
当
に
し
び
れ
ま

し
た
。
私
自
身
は
、神
に
祈
る
だ
け
で

し
た
。
選
手
た
ち
は
、本
当
に
す
ご
か
っ

た
。
あ
の
局
面
で
あ
の
大
観
衆
の
な
か

で
決
め
ら
れ
る
の
だ
か
ら「
ス
ゴ
イ
」し
か

言
え
な
い
で
す
。
選
手
の
み
ん
な
本
当

に
お
め
で
と
う
。
そ
し
て
こ
の
日
本
一

は
、応
援
し
て
く
れ
た
人
た
ち
、支
え
て

く
れ
た
家
族
・
友
人
そ
し
て
一
緒
に
戦
っ

て
く
れ
た
仲
間
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
今
大
会
に
あ
た
り
、多
大
な

る
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
す
べ
て
の
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

監
督　

山
田 

耕
介

　

日
頃
よ
り
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
に
ご
支

援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、２
年
ぶ
り
の

全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
出
場
に
あ
た
り
、皆
様
か
ら
多

大
な
る
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

を
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
29
日
に
行
わ
れ
た
１
回
戦
は
、

三
重
高
等
学
校
（
三
重
県
）
と
対
戦
し
、

試
合
開
始
か
ら
猛
攻
を
仕
掛
け
て
４
対

０
で
勝
利
し
ま
し
た
。
翌
日
の
２
回
戦

は
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３
位
で
シ
ー
ド
校
の
帝

京
長
岡
高
等
学
校
（
新
潟
県
）
と
対
戦

し
ま
し
た
。
前
半
16
分
に
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

か
ら
失
点
し
ま
し
た
が
、粘
り
強
く
守

り
抜
き
ま
し
た
。
し
か
し
、今
年
の
チ
ー

ム
の
強
み
で
あ
る
攻
撃
は
、連
戦
に
よ
る

疲
労
と
相
手
の
対
策
に
阻
ま
れ
て
発
揮

で
き
ず
、得
点
を
奪
え
な
い
ま
ま
０
対
１

で
惜
敗
し
、ベ
ス
ト
32
で
大
会
を
終
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

比
較
的
小
柄
な
選
手
が
多
く
、相
手

の
パ
ワ
ー
に
苦
戦
す
る
こ
と
が
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
し
た
。
帝
京
長
岡
戦
で
も
体
格
差

で
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、体
を
張
っ
て
ボ
ー
ル

を
奪
い
、技
術
で
攻
撃
す
る
選
手
た
ち
の

姿
は
頼
も
し
く
、小
柄
で
も
技
術
で
勝
負

で
き
る
こ
と
を
証
明
し
、多
く
の
人
々
に

勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、本
大
会
で
の
初
戦
突
破
は
８
年
ぶ

り
の
快
挙
と
な
り
、更
な
る
飛
躍
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、大
会
出
場

に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
、改
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

監
督　

奈
良 

將
弘

　

日
頃
よ
り
本
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
に
ご
支
援
、ご
協
力
賜
り
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、２
年

ぶ
り
の
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
出
場
に
あ
た

り
、多
大
な
る
応
援
を
い
た
だ
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
悔
し
い
思
い
を
糧
に
県
予

選
を
突
破
し
、県
代
表
と
し
て
の
自
覚
を

胸
に「
チ
ー
ム
の
歴
史
に
名
を
刻
め
」を
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
１
２
０
％
の
力
で
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
結
果
は
、１
回
戦
八

戸
工
業
大
学
第
一
70
対
38
、２
回
戦
高

知
中
央
76
対
64
、３
回
戦
福
岡
大
学
付

属
大
濠
41
対
89
で
ベ
ス
ト
16
で
敗
退
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
２
回
戦
の
高
知
中
央

戦
は
、留
学
生
相
手
に
立
ち
向
か
う
選

手
た
ち
を
見
て
、指
揮
を
執
り
な
が
ら
も

心
震
え
る
会
心
の
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の
方

が
多
か
っ
た
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、一
つ
に
ま

と
ま
っ
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
信
頼
し
、応

援
し
く
れ
る
保
護
者
や
関
係
者
の
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
、勝
利
と
い
う
形
で

体
現
し
て
く
れ
た
選
手
た
ち
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
ベ
ス
ト
４
と
い
う
目
標
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、三
大
会
連
続
の

ベ
ス
ト
16
進
出
と
い
う
結
果
は
、間
違
い

な
く
歴
史
に
名
を
刻
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、ウ
イ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
出
場
に
あ
た
り
、多
大
な
る
ご
支

援
、ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の

皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
皆

様
に
、改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
へ
の
変
わ
ら
ぬ
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

監
督　

田
中 

亮
多

第
１
０
３
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

第
１
０
３
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

 
「
一
戦
ご
と
に
成
長
し
て
成
し
遂
げ
た
日
本
一
」

 
「
一
戦
ご
と
に
成
長
し
て
成
し
遂
げ
た
日
本
一
」

　

今
年
度
の
定
期
演
奏
会
は
、昌
賢
学

園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
に
て
約
１
０
０
０
人

と
い
う
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

第
２
部
で
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
出
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
、ダ
ン
ス
部
の
皆
さ
ん
の
出
演

等
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、本
番
１
週
間
前
に
雨
漏
り
の
影
響
で

作
成
し
た
小
道
具
を
作
り
直
す
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、何
と
か
無
事
に
間

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
定
期
演
奏
会
を
も
って
私
達
第
60

期
生
（
３
年
生
）
10
名
は
引
退
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
挫
折
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
が
、顧
問
の
先
生
方
を

は
じ
め
音
楽
監
督
の
山
本
先
生
、家
族
、

後
輩
の
お
か
げ
で
最
後
ま
で
私
達
ら
し
い

音
楽
を
お
届
け
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、定
期
演
奏
会

へ
ご
来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
前
橋
育
英

高
校
吹
奏
楽
部
へ
温
か
い
ご
支
援
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部
元
部
長　

吉
田　

冴

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
２
０
２
４
出
場

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
２
０
２
４
出
場

吹
奏
楽
部

第
51
回
定
期
演
奏
会
を
終
え
て

第
51
回
定
期
演
奏
会
を
終
え
て

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

第
33
回
全
日
本
高
校
女
子    

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

第
33
回
全
日
本
高
校
女
子    

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場



　

去
る
11
月
５
日
（
火
）
〜
８
日

（
金
）、第
二
学
年
普
通
科
Ⅰ
〜
Ⅲ
類

お
よ
び
Ⅴ
類
で
修
学
旅
行
Ⅰ
期
を

実
施
し
、九
州
地
方
を
訪
問
し
ま
し

た
。
兎
に
も
角
に
も
晴
天
に
恵
ま

れ
、３
泊
４
日
の
行
程
を
思
う
存
分

満
喫
し
、か
な
り
日
焼
け
を
し
て
群

馬
に
帰
着
し
た
次
第
で
す
。
過
日

発
行
し
た
学
年
通
信
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版（
保

護
者
様
に
配
信
）に
掲
載
し
た
写
真

の
青
空
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
一

目
瞭
然
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
で
実
施
で
き
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
旅
行
の
目
的
の
一
つ
に
、

い
わ
ゆ
る
「
平
和
学
習
」
が
あ
り
ま

す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
平

和
の
大
切
さ
を
子
供
に
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
久

し
い
で
す
が
、知
覧
特
攻
平
和
会
館

で
は
特
攻
の
歴
史
背
景
と
特
攻
隊

員
の
遺
書
等
に
つ
い
て
の
講
話
を

聴
き
、戦
史
資
料
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
長
崎
の
平
和
公
園
・
長
崎
原
爆

資
料
館
で
は
被
爆
の
惨
劇
を
伝
え

る
多
く
の
資
料
を
見
学
し
ま
し
た
。

過
去
に
目
を
背
け
ず
学
ぼ
う
と
す

る
生
徒
た
ち
の
真
剣
な
眼
差
し
か

ら
、こ
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
夏
、パ
リ
五

輪
で
活
躍
し
た
選
手
か
ら「
帰
国
し

た
ら
特
攻
資
料
館
へ
行
っ
て
、卓
球

が
で
き
る
日
常
が
当
た
り
前
じ
ゃ

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
い
」と
い
っ

た
発
言
が
あ
っ
た
り
、映
画
オ
ッ
ペ

ン
ハ
イ
マ
ー（
極
秘
中
の
極
秘
だ
っ

た
原
爆
製
造
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
枢

人
物
）が
公
開
さ
れ
話
題
と
な
っ
た

り
、さ
ら
に
は
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
何
か

不
思
議
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、他
の
訪
問
地
で
も
生
徒
た

ち
は
一
人
一
人
が
修
学
旅
行
の
目

的
を
十
分
に
理
解
し
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ

き
ま
え
な
が
ら
主
体
的
に
学
ん
で

い
ま
し
た
。
桜
島
・
阿
蘇
の
雄
大
な

自
然
、震
災
復
興
途
上
の
熊
本
城
、

海
苔
の
養
殖
柵
が
印
象
的
な
有
明

の
海
、「
火
砕
流
」
の
爪
痕
深
い
島

原
・
雲
仙
普
賢
岳
、リ
ア
ス
海
岸
湾

頭
に
位
置
す
る
長
崎
市
街
の
キ
リ

ス
ト
教
文
化
な
ど
を
存
分
に
堪
能

し
た
よ
う
で
す
。
教
室
を
出
て
友

人
と
と
も
に
学
び
、同
時
に
友
人
間

の
絆
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
４
日（
火
）〜
７
日（
金
）は

Ⅳ
類
で
修
学
旅
行
Ⅱ
期
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
本
旅
行
で
得
ら
れ

た
経
験
を
生
か
し
て
実
施
に
繋
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
改
め
て
、

本
旅
行
に
携
わ
っ
た
す
べ
て
の
方

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
学
年
修
学
旅
行
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10
月
16
日
（
水
）、体
育
祭
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
二
年
前
に
実
施
さ
れ
た
前

回
の
体
育
祭
は
短
縮
で
の
実
施
で
あ
っ

た
た
め
、今
回
の
体
育
祭
で
は
思
う
存

分
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
体
育
祭
で
は
、校
庭
で
リ

レ
ー
と
二
人
三
脚
、野
球
場
で
長
縄
と

綱
引
き
、体
育
館
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
、

学
年
ご
と
に
会
場
を
分
け
て
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
で
団
結
し
て
競
技

に
臨
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、応

援
す
る
姿
は
例
年
に
も
増
し
て
力
強
く
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

ま
た
企
画
や
当
日
の
運
営
に
関
し
て
、

生
徒
会
の
生
徒
を
中
心
と
し
て
体
育
祭

実
行
委
員
や
担
当
の
先
生
方
が
尽
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
行
事
も
そ
う

で
す
が
、裏
方
で
支
え
て
く
れ
る
人
が
い

な
け
れ
ば
成
り
立
つ
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
体
育
祭
を
経
て
、生
徒
の
皆
さ

ん
が
何
か
一
つ
で
も
得
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
を
今
後
の
人
生
の
糧
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
会
担
当　

濟
田 

翔
平
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令
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度 
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育
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